
『⼤阪から熊本へ
 有機農業にかける挑戦』
 おふたりは、有機の学校オーガニックスマイル開校の直前に

⼤阪から熊本の⼭都町にやって来ました。永年の会社勤めから

移住してまで新規就農をめざしたのは、野菜を育てる楽しさに

⽬覚めたから。⾝体が動く限り農業を続けたいとの強い思いを

持っています。

所在地：�熊本県上益城郡⼭都町北中島2850-6
サイト：�https://organic-smile.org/
問い合わせ：�mail@organic-smile.org

 克三さんは「植物は⼟に植えれば⼤きくなるだろうとい

う感覚だったが、⼤きくおいしく育つには何が必要かを理

論的に学ぶことで、それが腑に落ちてきています。

「なによりBLOF理論が共通⾔語として、失敗しても解決

策を先輩農家や仲間たちと考えられることは⼤きいです」

と話します。

草⼦さんからは「お通じで困ってらっしゃる⽅は、オクラ

を毎⽇４本ぐらい⾷べてみてください。⽔溶性植物繊維の

ペクチンが腸内環境を整えてくれます」とのことです。
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『BLOF理論でつながる農家の絆』

『有機農家として

 １期⽣として卒業したのは、昨年

３⽉。貸してもらえる家や畑を探し

まわり、やっと春から借りることの

できた１反（10a）ばかりの畑にオ

クラとゴーヤを作付けし、もう「有

機JAS認証野菜セット」でお届けが

始まっています。

「有機JAS認証事業者」
  全国最多の町！
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新たなステージへ』

 地元の⼩中学校への有機野菜・有機⽶を

使った給⾷の提供など、⼭都町では有機農

業は特別ではなく当たり前の農業として親

しまれており、地域全体で「⾷」を⼤切に

する⾵⼟が根付いています。

学校がある⼭都町は
�どんなところ？？�

 ⼭都町は、有機JAS認証を取得した⽣

産者が全国で最も多い町で、年間を通し

てたくさんの種類の野菜やお⽶、お茶な

どが作られています。この認証は、化学

肥料や農薬を使わず、環境に優しい農業

を⾏っていることを証明するものであ

り、⼭都町の有機農産物は安全で安⼼な

⾷べ物として評価されています。 また、

⼭都町での有機農業の歴史は1970年代 

からととても古く、現在有機農業での新

規就農を志す移住者が増えています。

♦有機の学校ORGANIC�SMILE�卒業⽣へのインタビュー！♦

第1期卒業⽣ ⿊坂克三さん�草⼦さん

地域の取り組み

⿊坂さんの 
オクラ畑の 
ようす

⿊坂草⼦さん 克三さん

⿊坂さんの 
ゴーヤ畑の 
ようす

  �2023年9⽉25⽇
 ��⽇本最⼤級の⽔路橋
「通潤橋」が国宝に認定！

 通潤橋は、1854年(嘉永7年)、⼟質や
⼟地の形状により⽔の保持が難しい⽩⽷
台地に、農業⽤⽔を送るため建設された
⽯造りのアーチ型の⽔路橋です。架橋か
ら170年、通潤橋を渡った⽔は今もな
お、⽩⽷台地上の⽔⽥を潤しています。
 国宝の指定を機に、⼭都町には更なる
観光客の増加が期待されています。



ORGANIC�SMILEを応援してください！

�科学や技術の進歩で暮らしが益々便

利になる反⾯、私たちの周りは化学物

質に溢れ、循環する⾃然環境の中で営

まれてきたはずの⼈々の暮らしは、⾃

然との調和ができなくなってきまし

た。むしろ調和をしない営みを選んで

しまっているとも⾔えるでしょう。

��有機農業は今、経験と勘が頼りの⼀

部の⼈にしかできないハードルの⾼い

特別なものではなく、理論と知識、技

術を学び、その基本をしっかり実践す

ることで、誰もが参⼊できる環境が整

いつつあります。

有機農業をやりたい⼈集まれー！

オーガニック野菜⾷べたい⼈、ぜひ！

応援してください！！

 学校では、⾃然の摂理への理解を

BLOF理論を基に1年かけて学び、実

践し、それぞれが思い描く未来に進ん

でいけるよう授業を組み⽴てていま

す。

 学校を応援して下さる皆様のご⽀援

により、学校からは毎年、新規就農す

る有機農家を輩出しております。

 卒業後も共に学び合った仲間との有

機の絆は続き、皆様の元に栄養価の⾼

い有機野菜をお届けできるよう頑張っ

ていますので、これからも応援よろし

くお願いいたします。

4⽉は、農業の基礎、農業⽤語、なぜ

BLOF理論なのか、光合成と植物⽣理

植物と⼈間のミネラルの重要性、⼟壌

医3級取得に向けての講義を⾏いまし

た。

5⽉は、アミノ酸吸収・多収穫につい

て、⼟壌分析、畑での夏野菜の植付

け、農業機械の安全講習を実施しまし

た。

6⽉は、施肥設計、⾃家製堆肥づく

り、有機トマトを作る先輩農家の視

察、夏野菜の肥料散布、⼟づくり、植

え付けを⾏いました。

7⽉は、⼩祝政明先⽣による作物別栽

培応⽤、太陽熱養⽣処理の実践、微⽣

物の培養を学びました。

8⽉は、堆肥と腐植について学び、⼈

参の播種を⾏いました。

9⽉は、育苗培⼟、タマネギの播種、

葉菜野菜栽培応⽤、潅⽔設備について

学びました。

これまで、有機農業に興味を持ちつ

つも、技術や販路の壁を乗り越えら

れず、⼆の⾜を踏んできた⼈が⼤勢

います。また、環境への意識が⾼ま

る中で、有機農業に興味を持つ若い

⼈たちが増えています。

それらの受け⽫となるのが有機の学

校です。知識や技術を学び、⽣協が

関わることで販路や独り⽴ちまでの

サポートも可能となります。NPO法

⼈ORGANIC�SMILE�がそのさきがけ

として、⽇本の有機農業を楽しく夢

のある農業として拡げてゆく発信地

になることを⽬指しています。

2024年度�ORGANIC�SMILE

 ３期⽣ 現在のようす���

いつも応援をいただきありがとうござ

います！副理事⻑のヤスキです！！

 もうじき3期⽣の⼊学から半年が経

とうとしています。�現在、学校では

10名の⽣徒がBLOF理論（⽣態系調和

型農業理論）に基づく有機農業を学ん

でいます。

 今回は、やる気・希望・探求⼼に満

ち溢れた⽣徒たちの⼊学から現在まで

の様⼦をお伝えいたします。

 ⼊学当時は分からないことだらけだ

った⽣徒たちも、今では共通⾔語を持

って有機栽培について語り合っていま

す。

 有機の学校では、BLOF理論を基に

⾃然の摂理を理解し、環境に配慮しな

がら栄養価の⾼い有機農産物を栽培で

きるよう、スペシャルな講師陣による

座学と実践を⾏っています。

 初めは皆お互いに緊張した⾯持ちで

したが、あっという間に仲間となり、

今では毎⽉の授業をとても楽しんでい

ます。

�NPO法⼈ORGANIC�SMILE

      理事⻑ ⼤宮 隆博

 �BLOF理論提唱者 

⼩祝政明⽒による講義 ORGANIC�SMILE�3期⽣の皆さん

�NPO法⼈ORGANIC�SMILE

     副理事⻑ ⿃越 靖基


